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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・10/2（金）・10/16（金）作業療法士の学生実習あり、SGM対応。10/2（金）に2名、10/16（金）に1名が実習予定となっている。

・庶務より、新しく設置されたコピー機使用については、ユーザー名・暗証番号の入力が必要となるため、使用方法・ユーザー名・暗証番号については、各自メールで確認すること。また、印刷機については、本日午後設置予定となっているため、印刷機使用可能であれば、次週の記録用紙等の書類印刷を行っていく。

・藤村翔様：本日グループホームあおみ入居。来週よりデイケア利用日が月～木となり、昼食はうみねこ幸房を利用する。来週分はスタッフが発注済み。再来週分からは発注方法を説明し、本人が行う予定。

・成田早希様：本日14時より青明舎にて特定相談実施予定。三浦、會津出席予定。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～9：45頃本人より入電あり、頭痛と吐気がある為本日欠席すると話している。詳しく話を聞くと体温は36.3℃との事で、「8時頃にポンタールを飲んだけど頭がガンガン痛くてくらくらする」「着替えしようとしたら吐き気がしてトイレ行ったらたくさん便が出た」とのこと。グループホーム世話人には連絡していないとのことで、自分から連絡するよう促している。その後、グループホーム世話人から本人より連絡があったと報告がある。来所時には体調を確認し、様子観察していく。

・高橋　洋子　様～本人から欠席の連絡無く、スタッフから娘様へ電話連絡を実施。本人に電話を代わり、体調等状況を確認。咳は止まったが、左足の裏がまだ痛む為、内科から処方された薬を塗っていると話している。「月曜日からしっかり行きます」とのことで、継続して通所できるように体調を整えることを促している。来所時には下肢の状況や体調の確認を行っていく。

・鈴木　真知子様～青風荘より、今朝咳き込んでいたと情報提供がある。マスクをして来所し、症状を聞くと｢鼻汁と咳が出るの｣と話している。プログラムには問題なく参加している。昼食は主菜のみ残食。12：30体温37℃、再検36.7℃。血圧131/77mmHg、脈拍79回/分。不調の訴えは聞かれていない。今後も様子観察していく。
＜外来情報＞

・特になし。

＜勉強会＞

コミュニケーションについて

●コミュニケーションが成立する基本的要素

・話し手：メッセージの発信者

・聞き手：メッセージの受信者

・事物・現象：伝えようとする指示対象

・メッセージ：伝えるメッセージ

・接触：話し手、聞き手の物理的、身体的、心理的つながり

（聴覚や発語機能、聞く姿勢ができているか等）

・言語体系：もちいる言語の種類、言語の表す意味範囲

（使用する言語が同じか、言葉の意味は同じか等）

●コミュニケ―ションのまとめ

•基本的要素に挙げられる条件がそろう事で、初めて交わされる「ことば」がお互いの気持ちや考えを伝える機能を果たす。

•言葉を話す以外にも、聞き手としての傾聴技法もコミュニケーションには大切になる。
●傾聴のまとめ

相手の葛藤を理解し、心の整理のお手伝いをし、相手との感情の一致（共感）

がはかられることで、

↓

相手の問題解決能力が促進され、相手と一致した考え、理解で進めることが出来る。
●共感について

•共感は持てなくても仕事は出来る。しかし、共感を伴う我々の表情、感情、態度、姿勢は大きな力を持っている。
↓
•私たちは、相手の了解がないまま、相手の感情を自分のものとして取り込んでしまう性質を持っている。
●共感のまとめ～共感のために気を付けること～

•主体的に
•自分という枠を越えて他者を理解する
•自分と同じ価値を持った、かけがえのないあるがままの他者の存在を認める
•本質的には、他者は自分と違う存在だということを知る（100%の理解は不可能）
•適切な他者との距離（物理的、心理的距離）を保つ






